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背景
近年多くの開発者は,OSSD(open source 
software development)プロジェクトの拡大,
サポートなどに貢献している.

プロジェクトへの参加は,プロジェクトへの
技術的貢献と同じくらいハードルが高い.

時間経過によるプロジェクトの,参加者の変
化の研究は不十分である.
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目的
OSSDの社会的,技術的プロセスの比較

各プロセスのモデリングの考察

プロジェクトへの参加者の増加

開発プロセスの改善
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分析方法

3つの大規模OSSプロジェクトを調査対象と
する

役割ごとの参加者や,やりとりの流れをモ
デル化して比較する
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OSSDプロジェクトの組織階層
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OSSDプロジェクトの組織階層
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階層ごとの参加者と役割
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階層ごとの参加者と役割
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階層ごとの参加者と役割
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階層ごとの参加者と役割
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役職と任命
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まとめ
社会的プロセスは,プロジェクトのパフォー
マンスに影響しない

役割と階層ごとに参加者を分類することで,
プロジェクトの主要人物が特定できる

社会技術的プロセスの比較は,参加者の役
割や実績の調査に役立つ
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